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鶯
沢
支
所
（
栗
原
市
鶯
沢
南
郷
下
久
保
21
番
地
１
）

平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り
、「
福
祉
送
迎
サ
ー
ビ
ス
過
疎
地
域
モ
デ
ル
事
業
」
が

「
福
祉
送
迎
通
院
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
鶯
沢
地
区
に
住
む
車
を
所
有
し
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
方
、
高
齢
者
世
帯
の
方
、
身
体
障
害
者
の
方
を
対
象
に
、
通
院
に
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
鶯
沢
地
区
で
は
、
現
在
48
名
が
利
用
登
録
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
車
両
の
運
転
に
は
９
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
の
実
施
期
間
は
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
詳
細
は
社
協
鶯
沢

支
所
（
電
話
55-

２
８
３
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
〉
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木
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さ
ん

昨
年
度
ま
で
行
っ
て
い
た
「
地
域

安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
活
動
を
、
今

年
度
よ
り
女
性
が
主
体
の
「
地
域
安

全
み
ま
も
り
隊
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

担
当
を
決
め
、
地
域
内
の
高
齢
者
ひ

と
り
暮
ら
し
、
二
人
暮
ら
し
の
世
帯

へ
の
訪
問
活
動
に
取
組
む
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

女
性
の
明
る
い
笑
顔
で
の
活
動
で

地
域
の
安
全
が
守
ら
れ
る
こ
と
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
推
進
委
員
研
修
会
の
開
催

本
会
は
、
地
域
福
祉
活
動
の
中
核
的
役
割
を
担
う
団
体
と
し
て
、
小
地

域
福
祉
活
動
の
推
進
や
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

活
動
す
る
上
で
、
賛
同
く
だ
さ
る
個
人
や
企
業
か
ら
の
会
員
会
費
は
貴
重

な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

推
進
委
員
の
皆
様
に
お
い
て
は
、
会
員
加
入
の
推
進
と
地
域
福
祉
活
動

へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
き
た
く
、
本
研
修
会
へ
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

�
日
　
時
：
平
成
30
年
６
月
18
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
開
会

�
会
　
場
：
鶯
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

集
会
室

�
対
象
者
：
推
進
委
員
長
、
推
進
委
員
、
役
員
、

評
議
員
、
支
部
委
員

『
地
域
に
安
全
と
笑
顔
を
』

福
祉
送
迎
通
院
サ
ー
ビ
ス
事
業

駒
場
下
地
区
社
協 

会
長
　
佐
藤
　
一
男

駒場下地区地域安全みまもり隊の皆さん

送迎車両「Ｎボックス」

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております



＝行政相談のお知らせ＝
■会場：鶯沢老人福祉センター　■毎月第３金曜日、午後１時30分から行政相談を行っております。

高
齢
者
生
き
が
い
活
動

支
援
通
所
事
業

鶯
沢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

毎
週
木
曜
日
、
鶯
沢
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
市
内
在
住

の
60
歳
以
上
の
自
立
し
て
元
気
に

日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
方
を
対

象
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
白
地
の
ハ
ン
カ
チ
に

絵
具
で
型
染
め
を
し
、
草
花
な
ど

を
思
い
思
い
に
描
い
て
い
ま
し
た
。

軽
体
操
、
ゲ
ー
ム
、
創
作
活
動

な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
楽
し
く

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

社
協
鶯
沢
支
所
（
電
話
55-

２

８
３
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
鶯
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
電
話
相
談

開

設

日
　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
設
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
鶯
沢
支
所
　
電
話
：
55-

２
８
３
４

７
月
11
日（
水
）

８
月
８
日（
水
）

６
月
20
日（
水
）

７
月
25
日（
水
）

８
月
22
日（
水
）

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

筆を持つ手に力が入ります。 素敵な作品が
　　　できました

４
月
中
旬
、
例
年
よ
り
も
早
く
桜

の
花
が
満
開
に
咲
い
た
こ
ろ
、
二
迫

川
土
手
に
お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か

け
ま
し
た
。

暖
か
な
日
差
し
の
下
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
は
「
き
れ
い
だ
ね
え
」
「
ま

た
来
た
い
ね
」
と
、
笑
顔
で
桜
を
眺

め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

◇
職
員
紹
介
◇

管
　
理
　
者
　
木 

村 
 

広 

恵

生
活
相
談
員
　
石 

川
　
　 

新

佐 

藤
　
宏 

佳

介
　
護
　
員
　
佐 

藤
　
佳 

子

境
　
　 

豊 

子

看
　
護
　
師
　
髙 

橋
　
よ 

し

白 

田
　
稔 

恵

鈴 

木 

さ
つ
子

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 みんなで「はいチーズ！」

こ
れ
ま
で
に
防
災
ま
っ
ぷ
を
作

成
し
た
行
政
区
を
対
象
に
、
ま
っ

ぷ
の
更
新
等
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ

本
所
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
電
話
23-

８
０
８
７
）

防
災
ま
っ
ぷ
の
作
成

防
災
ま
っ
ぷ
の
更
新

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の

危
険
箇
所
の
把
握
を
通
じ
て
、
住
民

同
士
の
「
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く

り
」
と
「
つ
な
が
り
」
を
深
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

○
調
査
作
成

日
程
調
整
の
上
、
調
査
か
ら

作
成
ま
で
各
行
政
区
１
日
で
実

施
し
ま
す
。

（
社
協
会
費
充
当
事
業
）
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